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 第五章ではピレンの 1,6-位および 2,7-位に電子供与性基のアミノ基および電子求引性
基のボリル基を配した 2 つの D-π-A 型の分子の合成および電子物性の比較を行ってい
る。量子化学計算の結果、軌道相互作用の違いから 1,6-位で置換した分子は 2,7-位で置





























  2. オリゴトリアリールアミンに局在スピンであるニトロキシドラジカルを配した
分子の合成を行っている。一電子酸化体では酸化によりアミン上に生じた非局在
スピンは局在スピンと反強磁性的に相互作用することを明らかにしている。  








  5. 異なる置換位置にアミノ基とボリル基を配した二種類のピレン誘導体の光学的
特性の解明を行い、置換位置の違いに起因する軌道相互作用の差異が光学的特性
に与える影響を調べている。  
  6. ヘキサベンゾコロネンにアミノ基とボリル基を配した発光分子の開発を行って
いる。この分子は、既報のヘキサベンゾコロネン誘導体中で最も高い蛍光量子収
率を示し、同時に発光特性付与の指針を確立している。  
 
以上要するに、本論文は窒素およびホウ素を含む π電子系化合物がその構造により様々な
電子的性質を有することを明らかにしており、学術上、実際上寄与するところが少なくな
い。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平
成２９年２月２０日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が
博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
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